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シ ンポジウム 　J．−P．ラ ンクロ さん を囲ん で

　　　　色を教える こと 、 色を学ぶこ と

環境色彩研究会

　　　　報告

シ ン ポジウムの概要

　　小西 　裕美

　　　　 講演要旨

色彩の課題　学習 と実践

Jean　Philippe　Lenclos

　元国立パ リ高等装飾美術学校教授の J．− P．ラ ン ク ロ

氏の 来日にあわせ、シ ン ポジウム 「色を教えるこ と・色

を学ぶこと」が関東支部後援、財 団法 人 日本塗料協会

協賛 の もと、東京塗料会館 で 2004 年］0 月 19 日 （火）、

午後 2時から5 時までの時間帯で開催されま した。

　パネ リス トには市原恭代氏、吉田愼悟氏、北畠耀氏

を迎 えま した 。 参加者は平 日の午後、雨にも拘わ らず

講師 も含め定員 ぎりぎ りの 64 名と盛会で した 。

　長谷川関東支部長の挨拶、永田主査の講師紹介につ

づぎ、第一部の ラ ン クロ氏の 「色彩の 課題
一学習と実

践」と題 した 講演はスライドで学生の 課題 作品等 の紹

介を しなが ら、環境 ・社会性 ・国際性等、専門家の 育

成 とそ の 交 流 の 必要性ま で広範な内容で 語られ ま し

た 。 フラ ン スにお ける レベ ルの高い実践的な色彩教育

の状況をビジ ュ アル に垣間見 る こ とが出来 たの は得

難い 収穫で した。

　第 二 部はラ ンク ロ 氏も交えたパネル デ ィスカ ッ シ ョ

ン で 、永田 主査 が司会 を担当し、三 氏の 15 分ず つ の

発表 では、市原氏 はパ ワ
ーポイ ン トを使 っ て、日本人

の色彩感覚を歴史の観点と脳のV4 領野研究を通して

色覚に つ い て話され、吉田氏は カラ
ース ライ ドを使 っ

て、大学での実践的な色彩教育とキ ャ ンパスや野外で

の色 彩実験 が環 境デザイ ン を総合的 にとらえ る理解

につ ながる と話 され ま した 。北 畠氏 は説明パネ ルを

使 っ て、色彩学の発展史をニ ュ
ー

トン から入 っ て教え、

芸術と科学の融合を理 解させ る教育法につ い て 語 ら

れま した。三者三様のプ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン で色 彩教育

の多彩な方法が示された いい シ ンポジウムにな りま

した。そ の 後、パネ リス トの 意見開陳と質疑応答が行

われて終了 しました 。 今後も多くの テ
ーマ で このよ

うな会合が必要ではない で しょ うか。
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　今や色彩は建築や各種デザイ ン などのす べ ての分

野では避けて通れない領域である。しか しこ れ らの業

種は国際化 にさ らされ て いる。つ まり、国際的規模の

コ ン ペ や競合 で あ る 。ヨ ーロ ッ パ で は 、ドイ ツ 、フ ラ

ンス、イギリス、ポル トガルなどの間で競合が激 しい。

　日本と韓国、さらに は中国との問にもこのような競

合は存在する と言 える。 10 年位前までは、色 彩は心

を満たす もの、商品や建築に付加価値を与えるもの と

い う程度に考え られていたが、今日ではマ
ー

ケ ッ トを

意識する産業の開発部門や建築では、独立 した分野 と

してとらえ られるよ うにな っ た。

　こ の ような状況の 中で 、色彩を教える とすれば、単

に美しい 調和をもた らすため の 色彩の 基本を教える

だけではす まない 。

　視覚、触感、外観 、サイ ン 、シ ン ボルな ど の 総 て を

つ な ぐ感覚的世界の構成要素と して色彩を捉える べ き

であろう 。

　新商品 は も は や 単に視線を と ら え る だ けで は 通用

しない 。 商品は手 にと っ た時の質 感の違い で 評価さ

れる。 さまざまな素材が、知のテクノ ロ ジーと創造的

感1生の絶妙な錬金術により生 まれて い る。

　今日、色彩は我々の日常 にあふれている。誰 もが色

彩を楽しみ 、衣服や ア クセサ リーなどの 実生活に役立

て る。人々 は、メデ ィ ア が色彩を用い て 流すメ ッ セ ー

ジに囲まれ て い る 。 消費者は流行 に後押 しされ、そ れ

ぞれのライ フ ス タイル や好みに応 じて 、意識する とし

な いに拘わ らず 自らの求める商品を様々な色彩の 中

か ら選択す ることを望み、それは可能 にな っ た 。 消 費

財 の 場合 、色彩はプ ラ ン ド識別およびデザ イ ン の 主 要

構成要素であり、多様化する市場を征服するグロ
ーバ

ルな工業シ ス テムの中に組み込まれて いる。
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　 都市では誰で も、時として気づかない まま、色彩の

中で生活している 。 都市景観 は、住宅街や工業地域も

含め て 入念な計画の 対象とな っ て いる。記念 建造物や

歴史的地域は保護され、再評価されて い る 。 大規模集

合住宅は改修され、長い間放置さ れたままであ っ た都

市周辺は集中的な改造の対象と な っ て い る 。

　 色彩 はこのよ うに貫重な 遺産の復興 に大き く拘 わ

る要素な の で ある 。

　 こ の ような 社会の 中で 、未来の色彩デザイ ナ ー、造

形 美術家、グラフィ ッ クデザイナ
ー、装飾家の 育成 が

必要とされる。

　色彩を教えるとは、生徒の 創造性を刺激 し育て て い

くこ と、カ ラリス トと しての色彩における才能を引き

出 して い くと い う こ とである。自由に創造するための

知識、道具、方法 を与え る こ とで あ り、いずれ各分野

で リ
ーダー

と しての立場を確立できるように導くこと

で ある。

　教育の目的は、可能な限り正確な情報や法則を基に

して 、色彩を活用で きるよ う指導するこ とで ある 。

　生徒達の 大半は入学時 に す で に 色 彩 に対す る才 能

を持 っ ているで あろうが、無意識であ っ て 、その応用

に関しでは知識はない。

　色彩 を教えるため には連続的な演習が必要で ある 。

最初に、二 次元の プ囗 ジ ェ クトでの色調の推移や色彩

調和の構成を教 え、次いで、三次元 のプ ロ ジ ェ クトで

の同様な内容を指導する 。

　実際の現場で の 仕様書に応えるために、ますます複

雑化する システムを確立する こ とが必要 とされ て い

る。そのために、どの よ うな職種にも言える こ とで あ

るが、まず方法 L 分析さ らに複雑なもの へ とい う順序

で学ん で行くべ ぎ で あ る。単な る 理論の繰 D 返 しで は

なく、実践的 な現場を優先する ことで色彩の才能は見

い だされ、当初の障害は徐々にな くな っ て い く。

　日々 変化し多様化して い く色彩の クリ エ イテ ィブな

マ ーケ ッ トが求めるもの を正確に把握することが現場

で は 重要 で あ る。現場 で は、生徒と 教師 の 間にダイナ

ミ ッ クで活発な関係が生 まれる 。

　コ ン ピ ュ
ー

タは数百万の 色彩を提供 して くれ るが、

クリエ ーターたちは、建築、ス ペ クタクル、メ ディ ア、

工業製品の色彩設計 で生 じる問題 に素早 く答え を出

さなければならない 。

　結論と して 、色彩教育は色彩の法則 とメ力ニ ズムを

解読する ことを目的とするとともに、個々の才能を引

き出し、デザイ ン表現の分野で遭遇する困難に対処す
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J．−P ．ラ ン ク ロ 氏

シ ン ポジウム の風景

る原則と方法を与えるこ とである 。 視覚的創造 の分

野 で は、色彩は流行 と創造的流れを予見 し発明する 素

晴らしい 切り札の ひ と つ である 。

一
言で言 うな ら、創

造とはその 時代の文化と芸 術の 歴史をしる しづ ける

も の で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （宮崎敬子訳）
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